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第２章　構成例第２章　構成例第２章　構成例第２章　構成例第２章　構成例

２．２．２．２．２．１　製品構成１　製品構成１　製品構成１　製品構成１　製品構成

ＭＰＣ－８１６には５種類の使用方法があります。１番目はＣＰＵボード１枚で使用する場合です。この場合は入力
１６点、出力８点の簡易コントローラになります。２番目のセットはＳＥＴ（ＥＸ）で出力１６点入力３２点のコント
ローラです。Ｚ版で使用すればパルス発生も可能です。あとの３タイプはラックタイプでＡ、Ｂ、Ｃの３タイプです。
Ａタイプは４枚まで、Ｂタイプは８枚まで、Ｃタイプは１６枚までの構成です。

ＸＣとＥＸではＩ／Ｏ点数も使用方法も限られていますが、ラックタイプでは用途に応じて、ＩＯボードやパルス発
生ボードを選択してシステムアップすることができます。次に周辺ボードの種類と概略を解説します。

ＭＩＯ－８１６ 基本のＩ／Ｏボードです。一枚で出力８点入力１６点です。１１枚まで拡張できます。
ＭＩＯ－２４８ ２４点出力ボードですが、８点の入力ポートも備えています。６枚まで増設することがで

きます。
ＭＰＧ－３０３ ４軸パルス発生ボードです。同時にパルス発生できるのは２軸までで、最大レートは５０

kppsです。Ｐ版なら３枚まで（Ｓ版では２枚まで）使用できます。
ＭＰＧ－３０１ マルチ機能の１軸ＰＧカウンタボードです。１Ｍ以上の高速パルスや連続運転、途中パル

スレート変更等に対応できます。

２．２．２．２．２．２　システムアップ例２　システムアップ例２　システムアップ例２　システムアップ例２　システムアップ例

１）１）１）１）１）構成例１構成例１構成例１構成例１構成例１
構成を決定するために、次の様な装置を考えてみます。入力が併せて６０点、出力が５０点、ＸＹステージが２組。
そして、ふたつのＸＹは同時に動作することもあるとします。するとまず必要なＭＰＧ－３０３は２枚となります。
また必ず必要なボードはＭＰＣ－８１６とＭＩＦ－８１６でこれには入力３２点と出力１６点が含まれています。入
力ポートは６０点ですから１枚１６点のＭＩＯ－８１６を用いると追加２枚で足ります。この時出力ポートは合計で
３２点付属しますのであと１８点追加するだけで目的を達することができます。この場合はＭＩＯ－２４８を１枚追
加します。

ＭＰＣ－８１６ＸＣ

・入力１６点、出力８点
　ＲＳ－２３２Ｃ１ＣＨ

MPC-816+ｹｰｽB

ＭＰＣ－ＳＥＴ（ＥＸ）

MPC-816+MIF-816+ｹｰｽE

ＭＰＣ－ＳＥＴ（Ａ）

・ボート４枚構成迄でセット

　には入力３２点出力１６点

　が含まれます。

MPC-816+MIF-816+ﾗｯｸA

ＭＰＣ－ＳＥＴ（Ｂ）

・ボート８枚構成迄でセット
　には入力３２点出力１６点
　が含まれます。

MPC-816+MIF-816+ﾗｯｸB

ＭＰＣ－ＳＥＴ（Ｃ）

・ボート１６枚構成迄でセッ
　トには入力３２点出力１６
　点が含まれます。

MPC-816+MIF-816+ﾗｯｸC

・入力３２点、出力１６点
　ＲＳ－２３２Ｃ１ＣＨ
　パルス発生
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また、ボード枚数は７枚となるため、ラックＢを使用すればよい
ことになります。発注方法としてはラックとＭＰＣ、ＭＩＦが
セットとなったＭＰＣ－ＳＥＴ（Ｂ）と追加Ｉ／ＯとしてＭＩＯ－
８１６とＭＰＧ－３０３をそれぞれ２枚ずつ、ＭＩＯ－２４８を
１枚とします。次に発注リストを例示します。

ＭＰＣ－ＳＥＴ（Ｂ）×１
ＭＩＯ－８１６ ×２
ＭＰＧ－３０３ ×２
ＭＩＯ－２４８ ×１

２）２）２）２）２）構成例２構成例２構成例２構成例２構成例２
小さなシステムでの構成例Ｉ／Ｏ制御のみの場合、ＭＰＣ－８１６及び、ＳＥＴ（ＥＸ）ではそれぞれ８点出力：１６
点入力及び１６点出力：３２点入力となるため用途に併せて簡単に選択することができます。ここでは、低価格でパ
ルス発生と簡単なＩ／Ｏ制御をする場合について考えてみます。ＭＰＣにはＺ版と呼ばれるモードがありこのモード
ではＭＩＦ－８１６に付属の１６ピンコネクタから直接パルスを発生することができます。しかし、次の制限があり
ますので仕様をよく検討の上使用して下さい。

・Ｚ版ではマルチタスクが８までしかなくパルス発生中は他のタスクが停止します。
・Ｚ版では扱える数値が±３２７６７の範囲のためこれを超えるパルス数が連続で発生できない。

従って、ステップモータを使用した簡単なユニットには低コストでコンパクトなコントローラとなりますが、規模が
大きく仕様が込み入った装置ではＺ版あるいはＳＥＴ（ＥＸ）単体でのパルス発生制御は不可能と考えて下さい。５相
モータやサーボモータの制御にもＺ版は不適です。Ｚ版で使用するためにはシステムローダーでの版変更とＭＰＣＩ
ＮＩＴまた、パルス発生はＭＯＤＥ　２を使用するのが推奨条件です。

２．２．２．２．２．３　設計上の注意３　設計上の注意３　設計上の注意３　設計上の注意３　設計上の注意

ＭＰＣ－８１６はきわめて小さなハードの中にＩ／Ｏ制御、パルス発生、ＲＳ－２３２Ｃ通信を一括サポートしてい
ます。このため、パルス発生やＲＳ－２３２Ｃなどのデリケートな信号を扱う場合には相当の注意が必要です。Ｉ／
Ｏ制御については一般の空圧制御用ソレノイドの駆動には特別注意を払わなくても良いように設計されていますが、
シーケンサのように重装備ではありません。溶接器やイオナイザのように強電界を発生させる周辺機器がある場合に
は相応の対策が必要です。

１）１）１）１）１）電源とＩ／Ｏ電源とＩ／Ｏ電源とＩ／Ｏ電源とＩ／Ｏ電源とＩ／Ｏ
ＭＰＣ－８１６の電源はＤＣ２４Ｖです。ＤＣ１２Ｖでも使用
できますがこの時は入力ポートのＯＮ電流が著しく低くなるた
め注意が必要です。入力ポートのＯＮ電流はＤＣ２４Ｖで３．
５ｍＡ、ＤＣ１２Ｖで１．６ｍＡです。このため、アンプ内臓
型の２線式センサを使用するには抵抗を追加する必要がありま
す。ＩＯＤ－０２４などを利用してプルアップ抵抗を追加しま
す。出力ポートはオープンコレクタ出力です。使用されている
トランジスタは東芝ＴＤ６２０６４で、サージ抜きのダイオー
ド（ＣＯＭ）はＤＣ２４Ｖに接続されています。このため、ＭＰ
Ｃの電源より高い電圧の駆動はできません。
例えばＭＰＣがＤＣ１２Ｖで駆動されていてＤＣ２４Ｖのソレ
ノイドをオープンコレクタ出力として使用することはできませ
ん。この場合はＰＣＢ上のパターンを一部カットする必要があ
ります。（ボードハンダ面でＳＰ１の表記があります）
ＭＰＣ－８１６ＫＦの場合は出力トランジスタはＲＮ１４２３
が使用されています。この場合サージ抜きダイオードは実装さ
れていません。最大耐圧５０Ｖのオープンコレクタ・トランジ
スタ出力として使用してください。

ボ　ー　ド 入　力 出　力
ＭＰＣ－８１６ １６点 ８点
ＭＩＦ－８１６ １６点 ８点
ＭＩＯ－８１６　　×２ ３２点 １６点
ＭＩＯ－２４８   ８点 ２４点
ＭＰＧ－３０３　　×２
合計　　　　　　　７枚 ７２点 ５６点

IO コネクタ

電源
24V
GNDGND

+DC
出力

+DC IO コネクタ

電源

2.2K

GND

GND
+DC

入力

ＩＯコネクタ

2線式センサの場合

は 2 ＫΩのプルアップ

が必要です。
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２）２）２）２）２）電　源電　源電　源電　源電　源
ＭＰＣの消費電流は１００ｍＡです。このため、コントローラ自体の発熱は殆どありませんので、強制空冷などは必
要ありません。注意すべきことは、ＤＣ２４Ｖの与え方です。原則としてＭＰＣの電源となるＤＣ２４Ｖをスイッチ
で直接オン・オフしないで下さい。電源のオン・オフはスイッチング電源の一次側で行いＭＰＣに直接オン・オフサー
ジが入らないようにします。ＤＣ２４Ｖ側でオン・オフする場合はＭＰＣの電源入力に２００μＦ程度のコンデンサ
を追加し、スイッチにはサージキラーを接続しておきます。

３）３）３）３）３）アースについてアースについてアースについてアースについてアースについて
装置の中でのＤＣ２４Ｖの０Ｖ側は電源ユニットでＦＧに一点アースして下さい。もちろん工場の中に装置が設置さ
れたら工場配線のＦＧも確認して下さい。ＦＧはエネルギー供給線でないために実際には不具合が発見されにくくＦ
Ｇの端子が配線されていなかったり、末端でアース棒に接続されていないようなこともあります。アースが不完全だ
と、他の装置のノイズを拾ったり、感電したり、またコントローラを破損したりします。これは、２００Ｖ給電の装
置ではＦＧを接続しない場合の漏洩電圧が１５０Ｖぐらいあるためです。ＦＧが完全な場合でもＤＣ２４Ｖの０Ｖ側
がアースされていないと２４Ｖラインにはこの漏洩電圧がかかっていることになります。外部機器がセンサやソレノ
イドだけの場合にはこれは問題ではありませんが、外部の装置とＲＳ－２３２Ｃで結合する時に問題となります。プ
ログラム中にＡＣ１００Ｖから給電を受けるパソコンを接続する時にはこの電圧がＲＳ－２３２Ｃにかかります。コ
ントローラを暴走させたりプログラムを破損あるいはインターフェースを破壊することもあります。このような危険
性がある場合は、強電破壊に十分に注意してください。なお、現在ではＭＰＣ－８１６のＲＳ－２３２Ｃインター
フェースは内部回路と絶縁されています。

４）４）４）４）４）パルス信号パルス信号パルス信号パルス信号パルス信号
ＭＰＧ－３０１，３０３のＰＧボードはアイソレーションインターフェースが搭載されています。しかしながら、Ｚ
版ではＭＩＦ－８１６からのパルス発生は内部論理回路が直接外部に接続されます。ＭＩＦ－８１６からのパルス発
生にはＰＩＦ－４２２等を使用してください。また、ＭＰＧ－３０１では１mpps以上のパルス発生も可能ですが、こ
の場合線材の選定には十分注意してください。信号の減衰により正しく駆動されない場合があります。

DC24V
AC200

FG

DC24V
AC200/100

10 μ 35V

200 μ 35V  
FG

10 Ω

GND

GND電源 ＭＰＣ

良い例良い例良い例良い例

悪い例対処例悪い例対処例悪い例対処例悪い例対処例

電源 ＭＰＣ

・電源のＯＮ／ＯＦＦは一次側

・ＤＣ２４Ｖが１点アース

・装置アースが接地されている
　こと

・ＭＰＣの直前にコンデンサを
　入れて電源のチャタリングを
　防ぐスイッチにはサージキラ
　ーを入れてチャタリングを防
　止する。またＤＣ２４Ｖは１
　点でアースする。
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２．２．２．２．２．４　周辺機器４　周辺機器４　周辺機器４　周辺機器４　周辺機器

１）１）１）１）１）ＰＩＦ－４２２についてＰＩＦ－４２２についてＰＩＦ－４２２についてＰＩＦ－４２２についてＰＩＦ－４２２について
ＰＩＦ－４２２はＭＩＦ－８１６用のパルス信号増強ユニットです（ＭＰＧ－３０３のＴＴＬレベルコンバーターとし
ても使用可能）。ＭＩＦのパルス出力は５Ｖレベルのオープンコレクタとなっており信号線の引き回しや、何回ものコ
ネクタの中継には耐えられません。また、２００Ｖ系ＡＣサーボが発生するノイズに対しても信頼性がありません。
こうした場合に信号の増強と、ノイズリダクションの為にＰＩＦ－４２２を使用します。ＰＩＦ－４２２はフォトカ
プラ入力、ＲＳ－４２２仕様の差動ドライブ出力となっています。また、入力ポートにはパルスモニタ用のＬＥＤが
ありますのでシステムのデバッグが容易になります。取付配線はこれまで直接接続としていたのをＰＩＦを中間に挿
入中継とします（ＭＩＦ完全ピンコンパチブル）。回路構成は次の図に示すとおりです。ＭＰＣパルス出力を高速フォ
トカプラのＴＬＰ－５５２が受け取り、内部回路によって差動信号に変換します。このため、ＰＩＦ－４２２～ドラ
イバ間で混入したノイズはＭＰＣには影響を与えにくくなり信頼性が向上します。また、差動ドライブに変換された
信号はオープンコレクタに比べて電圧マージンが高く、コネクタ中継や配線の引き回しに対して減衰しにくくなりま
す。表示用ＬＥＤはフォトカプラ入力と直列接続となるため、このＬＥＤが点滅すればＰＩＦまで信号が届いている
ことになります。

SN75158

TC74HC14

TLP552

RAA
8

7

6

5

ＭＰＣ ＰＩＦ－４２２ ４２２対応
各種ドライバ

J1-1

J1-2

J2-1

J2-2

C4
VCCOC

２
３ A

Z

Y
LED1

【回路図】

ダイオード無しのリレー、
ソレノイド

インダクションモータ

ゼロクロス ON/OFFでない
モータの制御

ＡＣサーボ

サーボモータ

アースの不明確なＡＣ

入力のサーボドライバ

電源

ＦＧ

ＤＣ２４Ｖ
ＡＣ２００ / １００

装置の中はノイズ源でいっぱい

ＭＰＣ

CEP-027  PIF-422

ACCEL

ＰＩＦ－４２２　接続例

ＭＰＣ
添付品：16ピンフラット

　　　　　　用コネクタ

Ｊ１：入力側 Ｊ２：出力側

パルス表示ＬＥＤ 差動入力インターフェースの
ＡＣサーボ

サーボモータ

Ｊ３：ＤＶ２４Ｖ

この間は短く この間は引き延ばし可
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接続方法は次の図の様に、ＭＰＣのパルス出力とドライバの間に挿入します。電源はＭＰＣと同じくＤＣ１２Ｖ～２
４Ｖが必要です。配線上で留意することは、ＭＰＣ～ＰＩＦ間を短くすることです（５０ｃｍ以内）。ＰＩＦ～ドライ
バ間はある程度長くなっても安全です。Ｊ１側の入力はＭＰＣのパルス出力コネクタとフラットケーブルで接続でき
ます。添付品の圧接コネクタを使用して接続ケーブルを製作して下さい。出力のＪ２側はＭＰＣのパルス出力コネク
タとほぼ同等ですが差動ドライブのため入力に逆電圧がかかります。単純なフォトカプラ入力には逆電圧キャンセル
用のダイオードを付加して下さい。又、ラインレシーバー又はＴＴＬ入力のものにはＳＧが必要となります。この時
はＪ３の２，４ピンのＳＧを使用して下さい。（ＰＩＦ－４２２接続例参照）

【【【【【構構構構構　　　　　成成成成成】】】】】
ＰＩＦ－４２２はＤＩＮレール対応のプラス
ティックのケースに収納し装置に固定する事が
できます。適合ケースは東洋技研製（型式：ＰＣ
ＭＬ－６０Ｓ０２）です。ケースに入った状態の
大きさは６５×９５×５２（Ｗ×Ｌ×Ｄ）です。

　Ｊ１

1 X-CW+   2 X-CW-
3 X-CCW+  4 X-CCW-
5   Y-CW+   6 Y-CW-
7 Y-CCW+  8 Y-CCW-
9 U-CW+   10 U-CW-
11 U-CCW+  12 U-CCW-
13 Z-CW+   14 Z-CW-
15 Z-CCW+  16 Z-CCW-

Ｊ２

1 X-CW    2 (X-CW)
3 X-CCW   4 (X-CCW)
5 Y-CW    6 (Y-CW)
7 Y-CCW   8 (Y-CCW)
9 U-CW    10 (U-CW)
11 U-CCW   12 (U-CCW)
13 Z-CW    14 (Z-CW)
15 Z-CCW   16 (Z-CCW)

Ｊ３

1  +DC
2  SG
3  GND
4  SG

【ピンアサイン表】【ピンアサイン表】【ピンアサイン表】【ピンアサイン表】

ＳＧは論理出力のグラン
ドでＧＮＤとは電位が異
なります。電源は＋ＤＣ
にプラス側，ＧＮＤにマ
イナス側を加えます。

ＣＷ＋はアノ－ド側
ＣＷ－はカソード側

奇数番は正論理出力
偶数番は負論理出力です
（ ）付信号は“Ｌ”アク
ティブを示す

����
����
����
����

������

添付品

HIF-3BA-16D-2.54R 　×2

H4P-SHF-AA        　×1

BHF-001T-0.8SS    　×4

CEP-027 PIF-422

ﾊﾟｲﾛｯﾄﾎｰﾙ3.5 φ×460
50

80 92

�
�
�
�
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+DC

GND

３線式センサーの入力

有接点スイッチの入力

ソレノイドバルブ
リレー等の出力

2

4

3

+DC

GND

OUT
+DC
GND

4

4

2

1

1

1
3

+DC(24V)
GND

1
1 +DC
2 (IN)
3 (OUT)
4 GND

2

●Ｊ３電源コネクタの配線

モレックス５５５７－０２Ｒ

1

2

3

4

+DC

J1
J2

GND

IO0～IO23
●回路略図

２，３が入力になるか出力に
なるかは接続されるボードや
設定でかわります。

3 4

2

モレックス５５５７－０４Ｒ

R

２線式無接点センサーには抵
抗（２Ｋ程度）を入れて使用
できるものもあります。

２）２）２）２）２）ＩＯＤ－０２４についてＩＯＤ－０２４についてＩＯＤ－０２４についてＩＯＤ－０２４についてＩＯＤ－０２４について
ＩＯＤ－０２４は配線用Ｉ／Ｏ分配ＢＯＸです。ＭＰＣのＩ／Ｏコネクタ（５０ｐｉｎもしくは２６ｐｉｎ）とフラッ
トケーブルで接続することにより、各Ｉ／Ｏが１個ずつのコネクタに分配されます。これにより、様々なタイプの入
出力に簡単に対応することができます。また、ＩＯＤ－０２４には入出力の状態をモニターできるＬＥＤが備えられ
ており、保守性も向上します。


